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　電 子 サ イ ク ロ トロ ン 電流駆 動 （ECCD ）用、入 射 角遠 隔 可 変 ア ン テ ナ の 低 電 力 試 験 を行 っ た。入 射角遠 隔 可変 ア ン テ ナ

は、ア ン テ ナへ の 入 射角を 変え る こ と で 、ア ンテ ナか ら の 放射角、プ ラ ズ マ へ の 入 射 角 を変 え る こ とが で き る ア ンテ ナ で

ある 。最近、ITER 装置 に お ける電子 サ イ ク ロ トロ ン 電流駆動用 の ア ンテ ナ と して 注目され て い る 。今回 は 超伝導マ グネ

ッ トを 有す る強 磁 場 トカマ ク TRIAM −1M 装置 で の ECCD ア ンテ ナ に つ い て 報告す る 。　TRIAM −IM 装置 で の ECCD を

行 う場合、動 作周 波数は 170GHz とな り、　 ITER 装置 で の 周 波数 と同 じで ある。また、超伝導 マ グネ ッ トの た め の 断熱

真空容器 の た め に ア ン テ ナ が 設 置 さ れ るポートか らプラ ズマ ま で の 距離があ り、また、プ ラズ マ の 近 くで 十分な ス ペ ー
ス

を確保す る こ とが 難 し い た め 、入射角遠隔可変 ア ン テナ は ECCD 実験 の た め の 有力な 候補 と なる。170　GHz で 十分な

ダイ ナミ ッ ク レン ジ を有する 低電力試験装置を用 い て、ア ンテ ナへ の 入射 ビー
ム 、ア ン テナか ら の 放射 ビーム の 電 界強度、

位相分布を 測定し、ア ンテ ナ動作の確認 を行 っ た。入 射、放射電力は測定された強度パ タ
ー

ン を面積分す る こ と で 求 め る

こ とが で き る 。 入射
・
放射電力比 は 入射角 O、 11．5 度 の 場合に、ほ ぼ 1で あ る こ とが確認された。測定され る位相分布

は伝播ビ
ー

ム の 波面を表すため、波がどの 方向に 、どう拡が っ て い くか （集束 され て い く か） を知 る こ と が で き る。測定

さ れ た 位相分 布 か ら、ア ンテ ナ へ の 入 射角 （0、 11，5 度） に対応 して 、ア ン テ ナか らビーム が 放射 さ れ る こ と が 確認 さ

れ た。講 演 で は、実際 の ジ ャ イ ロ トロ ン管、伝 送路 を用 い た 高電力伝送試験等 に つ い て も加 え て ．報告す る 予定 で あ る。
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　高温 プラズ マ 実 験装置 で ある ヘ リカ ル 軸ヘ リオ トロ ン 装置 ヘ リオ トロ ン J で は、プラ ズ マ の 生 成 ・加 熱手 法 と して 電 子 サ イ ク ロ トロ

ン 加 熱 （ECRH ） シス テム を用 い て お り、今 回、以 下 の よ うな ECRH 装置 の 改良 を行 っ た。（図 1 ：ECRH シ ス テ ム シ ス テ ム 概要 ）

　ジヤ イロ トロ ン を構成 する高磁 場発 生用 マ グネ ッ トを無冷媒式 に 変更 し、安定性、メ ン テナ ン ス 性の 向上 を図 っ た 。
こ の 導入 に よ り、

安定 した 運 転、迅 速 な立上 げ等が可 能 とな っ た。また入射 シ ス テ ム の 変 更 を行 い、緩や か な 磁 場 勾 配 を持つ 入 射位置 へ と変更 した。こ

れ に よ りシ ン グル パ ス で の 吸 収効 率の 向上が期待 され る。さらに 導 波管系路中の マ イ タ
ーベ ン ドに パ ワ

ー
モ ニ ターを設 置 し、入射 波、

反 射波の E／H 面 成分 を同 時測定で きるよ うに した。
　ECRH シ ス テ ム は安 定 して 0．4　MW 、0．2　 s の 入射 が可能 で あ り、プラズマ の 生成、加熱 は 入

射条 件、共鳴層位置、偏 波モ ード、入射位置等 に 依 存 した 反応 を示 す。入 射 した ECRH パ ワ
ー

の 吸収分布評 価 を レイ　トレーシン グ コ ード
“
TRECE

”
を用い て 行 っ た結 果、シ ン グル パ ス

吸収 が 90％ 以 上 に な る事 を示せ た。しか し以 前の 入 射 条 件 と比 較す る と、パ ワ
ー吸収 の 磁 場強

度依存 性に つ い て は 、効率的 な吸 収が得 られ る磁 場領域 は狭

い 事が 判 っ た。（図 2 ： プ ラ ズ マ パ ラ メ ータ ne（0）＝ 1．OxIO19
m
．3、T、（0）＝ 0，5　keV で の 磁場強度 ス キ ャ ン 結果 ：点線 は 変更

前、実線は変更 後 を表わす。）
　講演 で は、シ ス テ ム の 改 良点 に つ い て の 詳細、変 更 し た入

射条 件で の パ ワ
ー吸収 分布の 磁 場強度、電子 密度等 に対 す る

依存性 に つ い て 報告する。
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図 1 ：改 良後 の 入 射 シ ステ 厶 概要
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　 　 図 2 ：改 良 前 後 の パ ワ ー吸 収

　 　 　 　 分 布 の 磁場 強 度依 存性

一167 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


